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I

はじめに

中学校技術・家庭科保育領域では,中学生の発

達段階として,社会に目を向け,同時に自己理解

を深めることができる大切な時期であると考え,

最終目標として,「幼児理解を通して人間性を尊

重する心情を養う。」と考え指導してきた。 4年

間の実践活動で,保育領域の学習を通して生徒の

変容を見ることができ,ねらいに迫ることができ

た1)。

新指導要領が実施され中学校の技術・家庭科は

4つの領域が必修科目となり,残る7つは生徒の

興味・関心などに応じて学ばせる選択領域となっ

た。保育もその1つであるが,男女共学が進み,

保育領域の履修は増えてきた2)。そんな中で,荻

野は中学校から小学校へ転任して,6年生を担任

することになった。6年生はまだまだ自己主張が

強く,自己中心的な者が多く,周りの人の気持ち

を思いやる行動のできる子供は少ない。機会を見

つけては,思いやりを持って行動できるよう指導

してきたが,当初は思い通りの成果が得られなかっ

た。そこで,中学校での保育領域の実践を見直し,

小学校における授業時間内の指導を計画し,実践

した。

6年生の家庭科の授業で家族を扱い,自分の生

まれた時の様子や幼児期を振り返ることによって,

自分がどのように育てられてきたかを理解させ,

成長段階で関わってきた家族や周りの人への感謝

の気持ちを持ったり,他の人のことを考えること

ができるようになることを願い,実践活動を行っ

た。その結果,児童の心情や態度にも良好な変容

がみられたので報告する。

Ⅱ 研究経過

1。中学校における授業実践

1987年度~1990年度の4年間,中学校3年生を

対象として,男女共学で保育の授業を実践した。

(1)生徒の保育に対する関心の実態

授業を始めるにあたって生徒の保育領域に対す

る関心の実態を知るため,毎年度,同一の質問紙

調査を行った。ここでは, 1987年度(男子115人,

女子121人)と1990年度(男子83人,女子87人)につ

いて述べる。男女差をχ2検定で求めた。両年度

とも,家庭に幼児がいる生徒は2%と少ない。幼
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児を好きと答える者は,女子の方が男子よりも多

く, 1987年度では有意であった(P<0.01,図1)。

男子が保育を学習することを必要と思う者は,

男子では50~60%,女子では70~80%で女fの方

が多く,男女の間で有意な差がみられた(図2)。

一方,女子が学習することを必要と思う者は男女

とも90%を超えており(図3),すでに性別役割

分業意識が現れている。保育学習で学びたい内容

は,男子ではおもちゃの製作,女子では食生活と

おもちゃの製作が多かった(図4)。

(%)㎜好き

図4 保育領域で学習したい内容

保育領域の指導上問題となるのは,生徒が幼児

と接する機会の少ないことである。そこで幼児に

接するための保育園訪問と男女共に関心の高いお

もちゃ製作を組み込むこととして,指導計画を作

成した。

(2)指導計画の作成と実践経過

保育領域指導内容の構造図(図5)を描き,以

下の4点を考慮して30時間の指導計画を作成した

(表∩。

図5 保育領域指導内容の構造図

①保育喇訪問

幼児との接触の少ない生徒が多いので,幼児理

解の方法として保育園訪問を2凹実施して幼児の

生活を観察させ,幼児を身近に感じさせた。

②製作カードの工夫,対象の焦点化

実習教材として関心の高いおもちゃ製作に重点

を置き,幼児の生活,運動機能の発達,情緒の発

達などの机上学習を活かしておもちゃの製作がで

きるようにした。

③おもちゃの製作

おもちゃの製作前に幼児を観察させ,具体的に

対象幼児の年齢を決め,「この子のために喜ぶも

のを」という動機づけをさせ,製作に入った。

④幼児理解

自分の幼児期のことから授業が始まるように配
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表1 中学校保育領域指導計画及び実践経過(1990年度)
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慮し,最終的には,生命を守り育てる環境につい

て考えていこうとする立場を養うようにした。

実践経過は表1の通りである。保育園訪問を2

回実施し,園児と接触する中で,対象幼児の年齢

を特定しておもちゃを製作したことと,おもちゃ

を使って幼児と遊んだことは効果的であった。

(3)評価と反省

おもちゃ製作の感想文を読むと,他人のために

何かを作るという経験をあまり持たないため,お

もちゃ製作の段階で苫労したという記述が多かっ

た。真剣に相手のことを考えた故の悩みである。

最終感想では,家族の人への感謝の気持ちを書

いた生徒が約6割いた。障害児や地球汚染にふれ

たことにより,自分の住んでいる環境の良さに気

づき,これから自分がどうすればよいかなどの感

想を書いた生徒もいた。障害児についてはほとん

どの生徒がふれていたが,まだまだ「かわいそう」

という感傷的な感想が多かった。同時に実施した

質問紙調査によれば,授業で最も楽しかったこと

は保育園訪問,おもちゃの製作であった(図6)。

また,ほとんどの生徒が,保育学習は必要であり,

将来役にたつと答えていた(図7)。

図6 授業で最も楽しかった学習内容

図7 保育領域の学習は将来役にたつと思うか

保育学習による生徒の変容の事例(1987年度)

保育園訪問を始めた年,ひとりの生徒がいた。

よくいうつっぱりであった。おもちゃの製作は

全くせず,当日「行きたくねー。」と言いなが

らも訪問に参加した。保育園では幼児をひざに

のせ,ニコニコしていた。純粋な子供たちの目

に触れて,彼は暴力も暴言も何もかもすてた。

馬になって幼児と遊んでいる彼の姿に同級生も

目をみはっていたようである。授業が終わった

時の感想には,出産間近の私にあてて,「先生

も子どもが生まれるらしいけど,元気な‾fども

をうんで下さい。」とだけ書いてあった。彼の

変容は,私にとって,次年度からの保育学習の

大きな自信となった。

2。小学校における授業実践

剛 中学校の保育領域につなぐ指導計画の作成

中学校における保育領域の学習を想定して,小

学校での教科および教科外活動から関連する教育

内容を探りだし,以下の3点を考慮して,実践計

画を作成した(表2)。

①小学校家庭科の「家族の生活と住居」で家族

の中の一員としての誕生と幼児期までの発達を取

り上げる3)。

②小学校では担任がすべての教科を担当する。

国語の教科書(光村図書出版)に,思い出を「巻

き物」に,という教材があり,2月中旬に学習さ

せることになっている几教科書では1年間の思

い出を扱っているが,これを12年間に広げて思い

出を書かせ,発表させる。学級活動の中では,中

学校の保育園訪問にあたる実習活動を行うことと

し,6年生に自分たちの集会活動の中で,低学年

児童のための会を企画させる。

③他の教科活動では,生命誕生は5年生の理科

で,2次性徴については5年生の保健で指導する

ことになっている呪

また,6年生の学級活動で,「いのちの誕生」

(保健・安全指導)についてふれることになって

いる6)。

(2)授業実践

1993年度と1994年度の2年間について報告する。

1)家族ってなんだ?

「家族がいなくなるとどんな所で困るか。」とい

う問いかけをして話し合いをもった。精神的な面
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表2 小学校6年生における指導計画(1993年度, 1994年度)

1 自分の生い立ちを知り,それぞれが親や家族に育てられてきたことを認識し,父母の愛情や苦労を知

り,家族の人たちへの感謝の気持ちを持つ。

2 下級生のための会を企画し,下級生と触れ合う中で,現在の自分と対比させるとともに,自分の幼かっ

た頃を想起させ,下級生を思いやる気持ちを育て,広く人間を尊重する心情を豊かにする。

と物質的な面の2つが出てきた。物質的な面(食

べ物,衣服,風呂など)は家族がいなくても外部

委託で代用することも考えられるが,精神的な面

での家族の代用は考えられないという結論が出た。

アマラとカマラの例もあげ,家庭は教育の場であ

ることも確認した。

2)生まれてから今日まで

自分の生まれた時の様子を家族に質問させ,身

長,体重などを現在と比較させた。幼い頃の出来

事が非常におもしろかったようで,幼児のいろい

ろな行動に興味を持つことができた。また,仮死

状態で生まれた子の話が偶然出てきたことから,

生まれた時の両親の思いなどにもふれることがで

きた。

3)生命の誕生

1994年度は,養護教諭の先生からビデオを借り,

「生命創造」(サン・グラフ社)を見せた。母親の

胎内にいる胎児の様子がわかりやすくみられ,子

供もビデオの最中に「ア! 3か月くらいでもう

人間の形はできているんだね。ここで薬を飲むと
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大変なんだよね。」という会話も飛び出した。

その後,絵本の読み聞かせをした。使用した絵

本は『こわいことなんかあらへん。』7)という題の

本で,主人公の重度障害児のやよいちゃんに対す

る周りの反応をまとめたものである。重度障害児

施設止揚学園の子供たちが絵を書いている。 1993

年度は,『さっちゃんのまほうのて』8)を取りあげ

た。授業後の感想では,この絵本とビデオに関す

るものが一番多かった。子供たちの心に訴えるこ

とができたと考える。感想文には,今日まで育て

てくれた親に対する感謝の気持ちが多く書かれて

おり,表2の目標1を達成することができた。子

供たちの感想文から「親に伝えたいこと」を学級

通信に載せたところ,親から「久しぶりにアルバ

ムをみて家族で話しました。」「どんなビデオか見

てみたい。」などと反応が返ってきた。両親にも

興味深いこの題材は,授業参観の時に親子で見る

のも良い方法であると感じた。

4) 1, 2年生のためにできること(1993年度)

学級会で,卒業にあたって自分達でできること

を考えようと話し合ったところ,子供だちから,

「絵本の部屋があるが汚いので,アンパンマンの

部屋にして1,2年生を招待しよう。」という意

見が出た。まず班ごとに作るものを決め,班長会

で話し合った。壁面,天井,入り口の工夫などい

ろいろな企画が考えられ製作された。子供たちの

夢はどんどん広がり,自主的に絵本の部屋に行き,

飾りつけも進められた。つぎに,出し物を考えた。

漫才とかクイズとか色々考えたが,中心は「おば

け」というペープサートの劇にした。その他の出

し物についても「低学年の喜びそうなものを」と,

組手のことを思いやる意見がたくさん出された。

1年生と2年生に招待状を作り各クラスに持って

いった。当日は校長先生も参加し絵本を読んでく

ださったりして,6年生もおおはりきりであった。

翌日,1年生からの手紙が届いた。それを見て

学習による児童の変容の事例

写真1 絵本の部屋の飾りっけ

粗暴な面がみられるが,根は優し

いfである。最初「俺,がきはきらい」と言っ

てアンパンマンづくりは班の子供たちに任せて

ばかりだった。「絵がうまいから描いてごらん。」

の励ましで少しやる気をみせ,描いてみると意

外にL手で班の友達に認められると,自分から

進んでいろいろな物を描いてくれた。「俺,本

読み下手だから,間で漫才やるわ。」と意欲的

に参加した。

感想には,「1,2年生がよろこんでくれて

ほんとうによかった。おれにもあんなところが

あったとおもうとはずかしいぜ。」とあった。

低学年の行動を観察することにより,自分の幼

児期を振り返る目標が達成できたと考える。
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私の12年間一児童の作品例-

6年生は非常に満足そうであった。その日の子供

たちの日記には,「大変だったけどやってよかっ

た。」「低学年が喜んでくれてよかった。」という

ものが多かった。

5)私の12年間(1993年度)

卒業を控えて,12年間の思い出を1枚の紙にま

とめさせ,冊子をつくって,一人一人発表させた。

名前の由来や幼い頃のできごとを,生まれた時か

ら順に書き出したりレイアウトを工夫したりして,

自分の成長を家族との関係から理解し,家族に対

する感謝の気持ちを述べる子が多かった。

Ⅲ まとめと今後の課題

今日ほど親子関係や家族の機能について,その

あり方が問われている時代はないのではなかろう

か。子供たちは気ままな生活に慣れ,集団生活を

わずらわしく思ったり,他を思いやる心が乏しく

なってきている傾向にある。こんな中で保育領域

を学習することの意義は大きい。

保育領域が中学3年生まで行われない現状に疑

問を持ち,小学校の実践を試みたところ,子供に

心の変容がみられ,家族の中での自分を理解し,

12年間の成長を振り返り,家族への感謝の気持ち

を育てることができた。

今後は,中学校技術・家庭科との関連の研究を

深め,小学校の発達段階にあった指導法,指導目

標を考えていきたい。小学校の他教科との関連も

忘れてはならない。この一連の学習が,本クラス

だけのものでなく,他の6年生や他校にまで広が

るよう研究に普遍性を持たせる努力を惜しまない

つもりである。
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